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資料４－２

第４回　首都圏建設副産物小口巡回共同回収システム構築協議会

１．各分科会の検討事項と各分科会の開催状況

２．各分科会の検討の流れ

３．第４回協議会における各分科会の報告事項

平成20年３月１８日

平成19年度の分科会の検討の流れ
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１．各分科会の検討事項と各分科会の開催状況

（１）システムの具体的な内容等に関する検討

（３）整備･運営主体等に関する検討

情報化検討分科会（Ｂ分科会）での主な検討事項

（１）情報処理機能の具体的な内容に関する検討

分別排出方法検討分科会（Ｃ分科会）での主な検討事項

（１）分別基準に関する検討

（２）関連法上の位置付けに関する検討

（４）システム導入による効果の検証

システム運営・制度検討分科会（Ａ分科会）での主な検討事項

　第３回協議会（Ｈ19年３月開催）において、承認頂いた今年度の各分科会の
検討事項は次の通りである
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１．各分科会の検討事項と各分科会の開催状況

　前述の検討を行うため、今年度以下の通り分科会を開催した。

Ｈ19.12.25　第４回A分科会

Ｈ19.12.27　第４回B分科会

Ｈ19.10.25　第７回C分科会

Ｈ20.３.４　第５回A分科会

Ｈ20.３.６ 　第５回B分科会

Ｈ20.２.８　第８回C分科会

Ｈ19.３.29　第３回協議会

Ｈ20.３.18 　第４回協議会

Ｈ19年度
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２．各分科会の検討の流れ

（１）システム運営・制度検討分科会（Ａ分科会）

■システムの導入による効果の検証■システムの導入による効果の検証
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　①ＣＯ２排出量の削減等、環境負荷低減効果
　②建設現場側のコストメリット
　③収集運搬・再資源化側のコストメリット
　④最終処分量の削減
　⑤再資源化率の向上の効果

◆運行形態の検討

◆運行管理方法の検討

〈Ｈ18年度の検討結果〉

■関連法上の位置付けに関する検討■関連法上の位置付けに関する検討

　運行形態、回収拠点のあり方に関して、廃掃法等での課題を整理する。

　

■■ 適用範囲に応じたシステムの具体的内容の検討適用範囲に応じたシステムの具体的内容の検討

　　回収車両や回収容器の検討など、適用範囲に応じたシステムの具体的な内容を検討する。

■整備・運営主体等に関する検討■整備・運営主体等に関する検討

回収拠点・情報管理センターの整備主体及び運営主体、関係者の役割について検討すると
ともに、回収拠点の整備に必要なコストや整備スケジュールを検討する。

■本システムの導入が効果的な適用　　■本システムの導入が効果的な適用　　
　範囲の検討　範囲の検討

　　■本システムの適用範囲の検討

Ｈ19年度の検討事項

：第４回、５回分科会

凡例

：第５回分科会
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２．各分科会の検討の流れ

（２）情報化検討分科会（Ｂ分科会）

◆小口巡回共同回収システムに必要となる情報処理機能の整理

◆協議会で検討対象とする情報処理機能の検証

〈Ｈ18年度の検討結果〉

■電子マニフェスト等の既存システムとの連携方法に関する検討■電子マニフェスト等の既存システムとの連携方法に関する検討

　□電子マニフェストとの連携を図っている先進的な事例の整理

　□本システムを実施するために整備が望まれる電子マニフェストとの連携方法の検討

■情報処理機能の具体的な内容の検討■情報処理機能の具体的な内容の検討

　　上述の検討内容、ならびにＡ、Ｃ両分科会の検討内容を踏まえ、整備すべき情報処理機
能を具体化するため、情報処理機能の基本設計を実施する。

■情報管理センターの整備に必要なコストと整備ｽｹｼﾞｭｰﾙに関する検討■情報管理センターの整備に必要なコストと整備ｽｹｼﾞｭｰﾙに関する検討

　情報管理センターの整備に必要なコストの概算と概ねのスケジュールを検討する。

Ｈ19年度の検討事項

：第４回分科会

凡例

：第４回、５回分科会

：第５回分科会
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２．各分科会の検討の流れ

（３）分別排出方法検討分科会（Ｃ分科会）

■「建設現場における分別基準」の作成■「建設現場における分別基準」の作成

　・分別基準の作成の考え方の整理

　・分別品目の整理

　・建設現場における分別基準（案）の作成

　・建設現場における分別基準の作成

◆建設現場における分別基準作成の考え方の整理
◆建設混合廃棄物の発生状況や再資源化施設等の受入状況等現状の整理
◆分別品目を設定するための検討

■現場分別の実施事例の整理■現場分別の実施事例の整理

　・現場分別の実施方法の把握

　・作業員への教育方法の把握

　・分別基準の適用性の把握　など

■分別基準に関する情報を提供する　■分別基準に関する情報を提供する　
　　 仕組み及び情報を管理する仕組み　仕組み及び情報を管理する仕組み　

　　 の検討の検討

　分別基準を関係者間で情報共有する仕組
みや分別基準を更新（維持管理）する仕組み
の検討

■分別基準に関する簡易マニュアル　■分別基準に関する簡易マニュアル　

　（骨子）の作成　（骨子）の作成

　小口巡回共同回収システム以外の現場も含
め、各現場で現場分別を適切かつ、円滑に進
めるために「分別基準に関する簡易マニュア
ル」の骨子を作成する。

〈Ｈ18年度の検討結果〉

Ｈ19年度の検討事項

凡例

：第７回、８回分科会

：第８回分科会
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３．第４回協議会における各分科会の報告事項

　第４回協議会において主に報告する事項は次の通りとする。

Ａ分科会：小口巡回共同回収システムの法令上の位置付け

　　　　　　 望ましい仕様

Ｂ分科会：建設副産物のトレーサビリティを確保する機能

　　　　　　 共同回収を実施するために必須な機能

第４回協議会において主に報告する事項

Ｃ分科会：建設現場における分別基準


